
（１）環境基準等の達成状況
○ 環境基準点１２地点（図１－１）における水質測定結果は、COD（化学的酸素要求量）、全窒素及び全りん
のいずれの項目も環境基準未達成（図１－２）（ただし、いくつかの地点では環境基準値を達成）

○ 第６期湖沼水質保全計画で定めた目標水質について、CODは目標を達成。全窒素及び全りんは、未達成
→ ただし、全窒素はT-３、N-1、N-4、N-5以外の地点では目標水質を達成。全リンもT-3、N-4以外の地
点では目標水質を達成している。

図１－１ 中海の環境基準点の位置図
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単位：mg/l図１－２ 中海の環境基準点の測定結果
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中海の平成２８年度水質測定結果及び水質浄化対策進捗状況

T-3とN-4の窒素とりんについて、10月
の値が高かった。
なお、10月調査日（10/13）に、T-3や
N-4付近は赤潮が発生。
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図１－３ T-3（表層）の全窒素経月変化

米子湾（H28年10月13日）

【参考１－２：赤潮の発生状況】

・平成28年の赤潮の確認日数は、過
去5ヵ年では最も少ない状況となって
いる。
・平成28年赤潮の確認範囲は、平成
27年に比べると広がっているが、米子
湾および中海西部における局地的な
ものであった。

平成28年

１．中海の平成28年度水質測定結果

平成27年

【参考１－１：赤潮の発生原因】

・赤潮はある種の植物プランクトンの異常増殖であり、次の条件がそろうと発生することが多い
①表層水に十分な栄養（窒素、りん）が供給され
②適当な気象条件（穏やかな晴れの日、成長に適した水温）
・平成28年赤潮の場合は、
①発生前のまとまった降雨により、窒素、りんなどの栄養塩が陸域から供給され
②その後、穏やかな晴れの日の継続
により、条件が満たされ、発生に至ったものと考えられる
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：計画目標値非達成 ：計画目標値達成だが環境基準非達成 ：環境基準達成

N-1

N-2
N-6

N-5

N-3
N-4

N-7

T-2

T-1

T-3

NH-2

NH-1

N-1

N-2
N-6

N-5

N-3
N-4

N-7

T-2

T-1

T-3

NH-2

NH-1

N-1

N-2
N-6

N-5

N-3
N-4

N-7

T-2

T-1

T-3

NH-2

NH-1

N-1

N-2
N-6

N-5

N-3
N-4

N-7

T-2

T-1

T-3

NH-2

NH-1

N-1

N-2
N-6

N-5

N-3
N-4

N-7

T-2

T-1

T-3

NH-2

NH-1

N-1

N-2
N-6

N-5

N-3
N-4

N-7

T-2

T-1

T-3

NH-2

NH-1

COD/75%値
（環境基準3.0、計画目標5.1）

全窒素/年平均値
（環境基準0.4、計画目標0.46）

全りん/年平均値
（環境基準0.03、計画目標0.046）

過
去
平
均（
Ｈ
21
～
25
）

Ｈ
28
年
度

【参考２ 中海の地点別水質経年比較】

境水道中央部では環境基準達成
米子湾中央部では計画目標未達成

境水道中央部、本庄長海町地崎では環境基準達成
南部では計画目標未達成 本庄水域及び境水道中央部を除き全体的に計画

目標値未達成

すべての地点で計画目標達成 南岸の地点で計画目標未達成 米子湾周辺のみ計画目標未達成

○米子湾は過去を通じて中海で水質の悪い水域である
○原因
・大きな流入河川がなく、閉鎖性が高い水域であること
・後背地の市街地等からの、流入負荷が多いこと など

【参考３ 米子湾の水質について】

米子湾の水質に、最も影響が大きいのは、
米子湾奥からの流入負荷

・米子湾の水質に影響が大きいのは、
米子湾奥及び米子湾西側西岸からの流入負荷
・湖底からの影響は相対的に少ない

滞留する傾向

湾外部 湾奥部

R1  ：湖底負荷（米子湾奥）
L10：流域負荷（宍道湖流域）
L1 ：流域負荷（米子湾奥）
L2 ：流域負荷（米子湾西側西岸）
B1  ：流域負荷（外海）
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米子湾中央部

○これまでの下水道整備等の各種施策により、水質は
徐々に改善傾向にある

○この結果、流入河川水質は米子湾の水質と同程度
まで低下したが、近年はどちらも下げ幅は少ない
○よりいっそうの水質改善を図るためにはさらなる生活
排水対策と様々な流出水対策による、米子湾周辺の
流入負荷削減策が重要

図 旧加茂川および米子湾中央部の全窒素濃度の経年変化
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（３）望ましい湖沼の将来像に向けての評価指標
望ましい湖沼の将来像の実現に向け、県民の皆さんに、身近で、わかりやすい新たな評価指標を設定
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・住民に親しみやすく分かりやすい環境指標として「五感による湖沼環境調査」を両県11地点で実施
・五感（見る、聞く、嗅ぐ、味わう、触れる）により湖沼環境を100点満点で数値化
・80点以上の「おおむね良好で親しみやすい環境」を目指す
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図1-5 五感指数の経年変化（中海総合）

② 米子湾における透明度

○平成28年度の年度平均値は1.7m
〇昭和59年以降、透明度の上昇傾向が見られる

・レクリエーション等で多くの人が集まる機会があり、水質改善の必要性が高い
米子湾において評価
・おおむね2mを目指す

① 五感による評価指標
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【合計点 73.4点】 ランク：B

経年変化を見ると、上昇傾向

今期は、36名、2団体が参加。
「まずまず良好な環境である」と評価。

「景観」「音」「臭気」と比べ、
「ごみ」「水の澄み具合」「魚介類」
の点数が低い

（２）環境基準等の経年変化
中海の水質はここ約30年を見ると、下水道の整備および高度処理化などにより改善が見られる
○ＣＯＤは、最高地点、湖心ともに昨年度より低下し、最高地点は昭和５９年以降でもっとも低い値であった。
○ 全窒素は、最高地点、湖心ともに昨年度より上昇したものの、過去５年の変動の範囲内であった。
○ 全りんは、最高地点、湖心ともに昨年度より上昇したものの、過去５年の変動の範囲内であった。
図１－４ 中海の水質の経年変化 備考：「最高値」とは、環境基準点のうち、各年度において最も高い地点の値。

【参考２】 湖心部、米子湾の水質に対して、全窒素、全りんについては①の前後、②の前後で水質が改善。③の前後で
は、大きな傾向変化は見られず、下水道の整備および高度処理化による水質改善が大きく寄与していると考えられる。

浅場造成・覆砂（H16～）浄化浚渫（米子湾：S60～H10）

①高度化（H10～）

②高度化（H14～）米子市公共下水道（S49～）

宍道湖東部浄化センター（S56～）

③干拓中止に伴う地形改変（H21）

図1-6 透明度の経年変化（米子湾、年度平均値）
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２．湖沼水質保全計画の進捗状況について（中海）

水質改善に取り組むため、平成元年から湖沼水質保全計画を定め、国、県、関係市、県民、企業及び
NPO等が連携して、各種施策を推進している。
第６期湖沼水質保全計画（平成２６～３０年度）において、平成３０年度までに達成すべき目標を定め
ている各種施策は、概ね計画どおりに進捗している。

図２-１．生活排水処理施設の整備状況（島根県） 図２-２．生活排水処理施設の整備状況（鳥取県）

（１）生活排水対策

中海の水質保全を図る上で、生活排水に係る汚濁負荷量の削減対策が引き続き重要であるため、生活排水処理施
設の整備及び高度処理化を促進。

（２）流出水対策

図２－３．各種施策の進捗状況（島根県） 図２－４．各種施策の進捗状況（鳥取県）

注１）H３０年度までの累計目標事業量を１００％とする。 注１）H３０年度までの累計目標事業量を１００％とする。
注２））急傾斜地崩壊防止施設建設は現在事業実施中（用地取得中）

【参考４．中海に流入する汚濁負荷量の推移】

化学的酸素要求量 全窒素 全りん

目標 目標

目標

・生活排水処理施設の普及に伴い、中海に流入する負荷量（特に定住系、産業系）が減少してきたが、
近年、整備は進んできたものの、普及率の伸びが鈍化し、負荷量の減少幅も小さくなっている。
・下水道の高度処理化（主にりん対策）と時を合わせ全りんの負荷量が大きく減少している。
・さらなる中海の水質改善のための一つの方策として、流入負荷量をいっそう減らすことが必要
・下水道のいっそうの普及に加え、これまで負荷量があまり減少していない自然系などの負荷対策も進めていく
必要がある

目標
年度

代表的な対策として、①農業地域対策、②市街地対策、③自然地域対策、④流入河川直接浄化対策、
などがある。一部の施策を除き、負荷量としての定量化が困難である。
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（３）湖沼の浄化対策

湖岸前面の沿岸部において、波浪による巻き上がりを防ぎ、透明度の向上を図るとともに、生物の生息･生育･繁
殖環境の再生による湖の自然浄化機能の回復を目指し、浅場の造成や覆砂に取り組んでいる。

大崎箇所
H16～H24

中原箇所
H27～

米子湾箇所
H25～

細井箇所
H22～H23

新十神箇所
H18～H19

安来箇所

下意東箇所
H16～H22

錦浜箇所
H22～H28

大井箇所

凡例
黒：整備済
赤：整備中
青：整備予定

（H28年度末時点）

図２－５．浅場造成・覆砂実施箇所

〇 浅場造成・覆砂は、総合水系環境整備事業（負担
割合：国1/2、県1/2）により実施。

〇 浅場造成・覆砂…整備延長：14.4km
※延長は、事業着手以降（H16～）の計画延長を示す
現地の状況により、整備範囲を変更する場合がある

施工後3年目の事後調査として、主要二枚貝(アサリ)の生
息状況を確認した。施工前後の比較では、個体数は地点に
より傾向は異なるが、湿重量については多くの箇所で増加し
ており、アサリの生息環境として機能していることが伺える。

錦浜地区のモニタリング結果

① 浅場造成・覆砂

② 中海の海藻刈りによる栄養塩循環システム自立支援事業

住民団体等が実施する湖内の海藻回収等の事業に対して支援を行い、水質浄化の推進を図った。

〇 CODの流入負荷は、調査した春季から夏季にかけて高くなる傾向がみられた。

中海の未利用資源を活用した新たな資源循環システムモデルが構築され、自立が見込まれる
状況になった（回収した海藻を肥料化する会社が「しまね大学発・産学連携ファンド」から出資を
受け起業した）。
漁業者、農家、企業、ＮＰＯ、地域住民など幅広い人々の参加があり、中海の賢明な利用を推
進する効果があった。
海藻1,000tを湖外搬出することによる水質浄化効果として、窒素：2,089kg、りん：163kgを湖外
持出。（中海へ流入する生活系負荷量の約2.4日分）

〇

〇

〇

（４）調査研究の推進と対策の検討

今後の水質浄化対策等の基礎資料とすることを目的として、中海へ流入する河川の水質及び流入負荷量等につい
て、関係機関が連携して調査。

図２－６ 河川毎の濃度及び流入負荷量
（全りん H25～H28平均）

【調査結果】・・・河川の特徴と対策

中海流入河川水質調査

0.03

濃度 濃度は他の河川に比べ低い。
流域面積が広く、流量が多いため、流入負荷量としては大きな値。
農業系や自然系（山林等）など、引き続き総合的な対策が必要であると考えられる。

〇
〇
〇

加茂川は、農地や市街地などからの負荷が比較的多いため濃度が高く、流量も多いことか
ら、流入負荷量が大きな値。
農業系や自然系（山林等）の負荷の影響が一定程度あると推測される。

旧加茂川は流域面積が狭いものの、市街地からの負荷が比較的多いため、流域面積当た
りの流入負荷量が大きい結果となった。
重点的に流出水対策を推進することにより、負荷低減を図ることができると考えられる。

〇

〇
〇

〇

他の河川に比べ、ＣＯＤ、全窒素及び全りん濃度が非常に高い値。
他の河川に比べて流量が少なく、流入負荷量としては少ない値。
公共下水道の未整備の地域が含まれ、整備の進捗により、水質改善が期待される。

〇
〇
〇

回収実績（H23～H28年度） 1,909 ｔ （2団体）
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